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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトの主たる目的であるチベット仏教美術情報プラットフォームの構築と
公開を実現させた。公開された資料の中心を占めるのは鶴見大学図書館に所蔵されている逸見梅栄の画像コレク
ションである。これらは戦前に中国の旧・満州を中心に撮影された写真データ約2500点で、いずれもチベット美
術の画像データとして極めて高い歴史的価値を持つ。これに加え、データベース公開にむけての資料収集のため
の現地調査を中国、インド、ネパール、イギリス、アメリカ合衆国等で実施するとともに、国内の研究機関等が
所蔵するチベット美術の画像データを、情報プラットフォームに統合する作業を進めた。

研究成果の概要（英文）：The main purpose of this project is constructing the information platform of
 Tibetan Buddhist art, and it is public on web now. The substantial contents of this platform 
consists of the image data of Tibetan Buddhist art collected by Henmi Baiei in Tsurumi University 
Library. It amounts to more than 2,000 and most of them were taken in Manchuria in the 1930s. This 
collection has historical values exceedingly from the viewpoints of Oriental studies as well as art 
history. Furthermore, we carried out the field surveys of Tibetan Buddhist art both in Japan and 
abroad, i. e. China, India, Nepal, UK, USA and so on to accumulate the material for completing the 
information platform.

研究分野： インド哲学・仏教学、美術史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)チベット仏教はインド仏教の正統的な流
れを継承しつつ独自の文化と融合させ、アジ
ア仏教史の中で独特の位置を占める。チベッ
ト仏教の文化的側面としてとりわけ重要な
のが美術である。チベットの仏教文化を理解
する上で、美術研究は不可欠な要素である。
海外では仏教美術の重要な領域としてチベ
ット美術がとらえられ、G. Tucci や D. 
Snellgrove などの東洋学の泰斗たちがその
研究を進めてきた。現在でも D. Jackson、A. 
Heller などによって、すぐれた研究が進めら
れている。 
 
(2)わが国のチベット学は世界的にもトップ
レベルにあるが、美術研究は必ずしもその中
心的な位置を占めているわけではない。しか
し、その中で初期の入蔵者である河口慧海や
青木文教らによってチベット美術の作品や
写真資料がもたらされている。戦後は中国に
おける入国制限の厳しさから、周辺地域への
調査が優先され、とくに 1970 年代後半から
のインド・ラダック地方への高野山大学によ
る調査隊の派遣は大きな成果をもたらした。
しかし、近年では比較的、研究は低調で、海
外でのめざましい研究の進展に比べ、わが国
におけるチベット美術研究は、かならずしも
盛況とは言えない。 
 
(3)研究代表者は密教のアジア諸地域への伝
播の研究を文化史的視点から進めてきた。そ
のなかで密教美術の受容と変容は大きな位
置を占めている。とりわけチベット美術に早
くから注目し、科研費による研究においても、
研究代表者として2件のチベット美術研究と
３件の関連領域での研究、研究分担者として
の4件のチベット仏教研究への参画などを通
して、成果を継続的に発表してきた。そして、
それらを結実させた『チベットの仏教美術と
マンダラ』（名古屋大学出版会 2011）を発
表し、チベット美術研究に新たな地平を開い
た。 
 
(4)現在チベットが置かれている状況は、政
治的にも経済的にもけっして平穏ではなく、
伝統的な文化が急速に失われている。1970 年
代におこった文化大革命によって、仏教寺院
の大半は壊滅的な状況に追い込まれたが、そ
の中でかろうじて生き延びた文化財も、保存
や修復がなされないまま、現在、荒廃の波に
さらされている。チベットの仏教美術は人類
共通の貴重な文化遺産であり、その重要性や
学術的な意義を内外にひろく伝えることが、
われわれ研究者にとっても重要な責務であ
る。 
 
２．研究の目的 
(1)チベット仏教を中心とするチベット美術
の研究基盤を整備し、視覚芸術を中心とした
チベット文化の全体像を明らかにする。現在、

わが国のチベット美術研究は個別の研究者
による単発的な調査とその報告が中心をな
している。本研究では組織的な現地調査を実
施し、体系的な資料の収集を行う。その一方
で、わが国には過去における重要な調査成果
の蓄積がある。とくに、高野山大学のラダッ
ク、スピティ地方の写真資料（高野山大学・
チベット文化研究会所蔵）、戦前の逸見梅栄
による写真資料（鶴見大学図書館所蔵）、さ
らに、近年、精力的にチベットの美術の調査
を進めている正木晃による写真資料や、研究
代表者自身による写真資料（いずれも金沢大
学所蔵）などがある。その総数は数万点にお
よぶが、すでに失われた貴重な文化財の写真
や、現地においても公開されていない作品の
写真も多数含まれている。本研究ではこれら
の調査が行われた地域を主たる対象とする
ことで、さらなる資料の充実を図るとともに、
国内資料の価値の再評価を行い、チベット美
術の歴史的な重層性も明らかにする。 
 
(2)チベット仏教美術の主要なジャンルであ
る絵画、彫刻、工芸、壁画、建築などに関す
る画像データを中心に、作品そのものの基礎
的情報（法量、時代、制作地、所属する宗派、
撮影日、撮影者など）に、テキスト情報、書
誌情報、さらに地理的情報などを加えた統合
的・包括的データベースのフォーマットを開
発し、チベット仏教美術のデータベースの構
築と公開を行う。チベット美術に関する過去
の主要な報告書との照合も行い、それらに含
まれる情報ともリンクさせ、特定の作品にか
かわるさまざまな情報を、一元的に管理でき
る情報プラットフォームを開発し、公開する。 
 
(3)現在、チベット美術に関するデータベー
スは、アメリカ合衆国の Rubin Foundation
のコレクションからスタートした Himalayan 
Art があり、Web 上で公開されている。本研
究 で は そ の 母 体 で あ る Himalayan Art 
Resources とも密接な連携を取り、フォーマ
ットに関する情報交換、相互のリンク、デー
タの共有などを進め、チベット美術のデータ
ベースに関する世界的な標準モデルを提唱
する。すぐれた伝統を持ち、貴重な資料を多
数所蔵するわが国のチベット学こそが、世界
のチベット研究でイニシアティブをとるべ
きであり、逆に、今こそこの分野で主導的な
役割を果たさなければ、将来にわたる沈滞化
は避けられない。 
 
(4)チベット美術を中心とする情報プラット
フォームを開発することで、人文科学におけ
る情報の整理、統合、発信にかかわる基本的
なモデルを提供する。今後、インド、中国、
日本などの仏教美術の分野でも応用可能な
汎用のプラットフォームを開発し、仏教美術、
さらには図像学や文化史研究に貢献する。 
 
３．研究の方法 



(1)中国やインドをはじめとする海外の諸地
域においてチベット美術の画像データを収
集する。あわせて、国内にある資料との照
合と、両者を包括するデータベースを作成
する。美術作品と関連する文字データ、す
なわち、名称、時代、法量、所蔵などの基
本的な情報であるメタデータに加え、関連
する仏教文献に含まれる図像学的情報など
も総合的に扱うための環境を整備する。こ
れらのデータベースを統合し、公開するた
めの情報プラットフォームの開発を進める。
研究グループ全体が適切な分業体制を取る
ことで作業の効率化を図るとともに、全体
の作業工程表策定のために、コアメンバー
による運営会議と、各班の活動を相互に検
証し、成果を共有するための全体研究会を
定期的に開催し、組織全体の有機的な連携
を図る。 
 
(2)本プロジェクトの中心的課題はチベット
美術の情報プラットフォームの開発である。
研究代表者は、プロジェクト開始時にすでに
所蔵資料を中心とした情報リポジトリを試
行的に公開していたが(http://atlas.db. 
kanazawa-u.ac.jp/ dspace）、このシステム
に改良を加え、人文学のさまざまな分野で利
用できる汎用的な情報プラットフォームに
整備する。このシステムの開発は研究課題全
体の中核を占め、他の課題の成果を統合する
ための基礎となる。 
 
(3)情報プラットフォームの開発において、
本プロジェクトが最大のターゲットとした
のが、横浜市の鶴見大学図書館が所蔵する逸
見梅栄の画像資料である。逸見梅栄はわが国
のチベット美術研究の先駆者で、おもに昭和
10 年代に北京市（当時は北平）や承徳市を中
心とする中国北東部でチベット仏教寺院の
調査を行ったが、その時に撮影されたガラス
乾板による写真資料が、調査ノートや草稿と
ともに、鶴見大学図書館に保管されている。
これらは戦前の中国本土のチベット美術の
状況を伝える第一級の資料である。これらの
資料について優先的にデジタル化とデータ
ベース化を進め、世界的にも貴重な資料の公
開と情報発信を行う。本資料の公開は、単な
る画像データベースの開発にとどまらず、日
本におけるチベット美術研究の黎明期の研
究動向を解明する手がかりになるとともに、
戦前の日本の東洋学がどのような意義を持
つかを示すことにもつながる。 
 
(4)現地調査に関しては、中国、インド、ネ
パールにある寺院や主要な博物館が対象と
なるほか、イギリス、アメリカ合衆国などの
欧米諸国の博物館にある東洋美術関係のコ
レクションも重要である。このうち、北京市
内の雍和宮、故宮博物院、北京首都博物館、
瀋陽市の遼寧省博物館などには、チベット仏
教美術の膨大なコレクションが所蔵されて

いる。また、河北省の承徳は戦前は熱河と呼
ばれ、清朝のチベット仏教寺院が現在でも多
数残っている。これらの一部は、上述の逸見
梅栄の画像データの被写体に一致する。故宮
博物院等の全面的な協力を得て、それぞれの
コレクションの調査を行い、とくに逸見梅栄
の画像データに含まれる被写体については、
その特定や現状について確認作業を行う。 
 
(5)その他の地域の現地調査に関しては、イ
ンドにおいては、ニューデリーの国立博物館、
ムンバイのチェトラパティ・シヴァージー美
術館、ネパールではカトマンドゥ市内の仏教
寺院（スヴァヤンブーナート、ボーダナート
など）が調査対象となる。欧米諸国に関して
は、イギリスの大英博物館、ヴィクトリア＆
アルバート美術館、アメリカ合衆国のメトロ
ポリタン美術館、ボストン美術館、ルービン
美術館などがあげられる。 
 
(6)かつて 1980年代に高野山大学が行ったラ
ダック地方やスピティ地方のチベット仏教
調査は、わが国のチベット研究に大きな足跡
を残している。このとき撮影された写真デー
タは、当時の現地の状況を伝える貴重な資料
であるが、撮影から 30 年以上の歳月が経過
した現在、フィルムの褪色や劣化が一部で進
んでいる。これらのデータのデジタル化とデ
ータベース化も本プロジェクトの一環で行
う。 
 
(7)チベット美術の文献情報として、①チベ
ット大蔵経に含まれる経典や儀軌、注釈書、
②蔵外文献、③過去の調査報告、④個別の作
品に関する先行研究がある。これらの文献情
報を体系化し、画像情報にリンクさせ、画像
データとテキストデータの双方を含むリレ
ーショナル・データベースを整備する。 
 
(8)これらの調査研究を実施すると同時に、
その基礎的な研究として、人文学のデータベ
ースの開発と問題点の整理、多言語処理が可
能な検索システムの開発、チベット研究史に
おける本研究の位置づけや意義の解明など
も並行して行う。 
 
４．研究成果 
(1)本プロジェクトの主たる目的であるチベ
ット美術情報プラットフォームの構築と公
開を進めるにあたり、データベース化の対象
として優先的に取り組んだのが、鶴見大学図
書館所の逸見梅栄の画像コレクションであ
る。そのための海外調査を、平成 25 年度か
ら平成 27年度にかけて中国で 3度実施した。
このうち平成 25 年度は承徳市と北京市で、
平成 26年度と平成 27年度は瀋陽市で行った。
調査対象は承徳市の外八廟、北京市の雍和宮、
故宮博物院、北京市首都博物館、瀋陽市の遼
寧省博物館などである。これらの寺院や機関
において、逸見梅栄が撮影した写真データの



被写体の特定、保存現状、関連する作品など
について確認作業を行った。 
 
(2)これと平行して、国内の逸見梅栄の写真
資料に関して、鶴見大学図書館に所蔵されて
いる資料についての総合的な調査を行った。
このうち、すでに鶴見大学図書館によって整
理されている約 1500 点のガラス乾板につい
ては、平成 25 年度と 26年度にデジタルデー
タの採取と、被写体の分析を進めた。そして、
平成 27 年度と 28 年度には、新たに存在が確
認された未整理のガラス乾板資料約300点と、
フィルム約 250 点について、同様にデジタル
データ化と内容の確認・分析を進めた。 
 
(3)これらの逸見梅栄の画像コレクションの
データをもとにチベット美術情報プラット
フォームの構築を進め、研究期間のほぼ中間
地点にあたる平成 26 年度末に、その試行的
公開が可能になった。これは、研究代表者が
かねてより公開を進めている仏教図像学の
Web サイト「アジア図像集成」（Asian 
Iconographic Resources）の中に新たに加え
られ、全体がアジア全域の宗教美術に関する
総合的なデータベースサイトとして整備さ
れた。チベット美術情報プラットフォームは、
その中核を占める。その後、研究期間終了に
あたる平成 30 年 3 月までに、順次改良を加
え、研究者のみならず一般の人々にも利用可
能な汎用的な情報プラットフォームの公開
が実現した。 
 
(4)インターネット上のデータベース公開に
加え、出版物の形でも、逸見梅栄の画像コレ
クションの公開を進めた。すなわち全 8冊か
らなる『鶴見大学所蔵逸見梅栄画像コレクシ
ョン』を、研究叢書 Asian Iconographic 
Resources Monograph Series（略号：AIRMS）
の一部として発表した。8冊全体で約 2500 ペ
ージにもおよび、海外も含め、これまでに出
版されたチベット美術の作品の書籍として
は、最大級の規模を持つ。これらのデータベ
ースの公開と本書の刊行は、チベット美術の
みならず、戦前のアジア研究、データベース
研究などさまざまな関係領域の研究者のあ
いだできわめて高い関心を集めた。さらに、
データベースの構築に際しては、名称、所在、
時代などのそれぞれのメタデータに加え、逸
見梅栄の過去の著作との対応もあわせて提
示するシステムを開発した。これらの情報に
ついても、インターネット上の公開に加え、
紙媒体による『逸見梅栄画像資料基本データ
集』（AIRMS, No. 12）を刊行した。これらを
通して、逸見梅栄のチベット美術に関する調
査資料の全貌が、インターネットと出版物と
いう2種類のメディアをとおして明かになっ
た。 
 
(5)逸見梅栄関係資料以外の海外調査として
は、平成 25 年度にイギリスの大英博物館、

ヴィクトリア＆アルバート美術館（以上、ロ
ンドン）、オックスフォードのアシュモレア
ン博物館において、それぞれが所有するチベ
ット美術、及びそれと関連するインドやネパ
ールの仏教美術コレクションの調査を行っ
た。平成 27年度と平成 29 年度には、インド
のニューデリー国立博物館、ムンバイ市のチ
ェトラパティ・シヴァジ博物館（旧・プリン
ス・オブ・ウェールズ博物館）が所蔵するチ
ベット及びネパール仏教に関する美術作品
の調査を行った。さらに平成 29 年度には、
インドに引き続きネパールにおいても、カト
マンドゥ市、パタン市、バクタプール市の主
要な寺院において、ネパール美術の調査を行
った。このうち、ネパールにおける調査は、
チベット美術と関連の深いネパール美術に
まで研究対象を広げることを目的とし、これ
によってヒマラヤ地域の仏教美術を総体的
かつ重層的にとらえることが可能となった。
また、2015 年に発生したネパール大地震が文
化財に与えた影響についても、情報収集を行
った。以上の調査のうち、チェトラパティ・
シヴァジ博物館の資料については、『チェト
ラパティ・シヴァジ博物館のヒマラヤ美術』
（AIRMS, No. 20）を刊行した。アメリカ合
衆国の現地調査としては、平成 29 年度にニ
ューヨークのメトロポリタン美術館、ルービ
ン美術館、ボストンのボストン美術館等がそ
れぞれ所蔵するインド、チベット、ネパール
の宗教美術コレクションを対象に行った。そ
れぞれにおいて、主要な作品のデータ採取と
写真撮影を行った。 
 
(6)高野山大学が所蔵するインド、ラダック
地方及びスピティ地方の仏教寺院の写真デ
ータは、保管状況を確認した上で、一部のフ
ィルムに見られるカビの洗浄を行った後、デ
ジタル化を進め、データベース化のための基
礎作業を進めた。これとあわせて、被写体の
内容確認とメタデータの採取、既発表の文献
に掲載された写真との対応、関連する文献資
料の分析などを行い、データベース化にむけ
て準備を進めた。現時点では、撮影者の著作
権上の問題で、一部の画像データは公開でき
ないことが判明したが、その他の公開可能な
データに関しては、すみやかに公開するべく
継続的に作業を行っている。 
 
(7)研究分担者の個別の研究テーマに関して
は、高本康子は戦前の満州におけるチベット
仏教及びその美術に関する資料収集と調査
研究を継続的に行い、多くの論考を発表した。
これらを通して、戦前の日本においてチベッ
ト仏教がどのようにとらえられ、それが当時
の人びとのアジア観や民族意識にどのよう
な影響を与えたかが明らかになった。海外調
査に関しては、米国コロンビア大学の東アジ
ア図書館（East Asian Library）において関
連資料の収集と調査を実施した。高田良宏は
データベースの開発、人文学におけるリポジ



トリの構築とその問題点、デジタルフォーマ
ットに統一された資料のアーカイビングな
どの研究を進め、本プロジェクトの技術的基
盤を整備するとともに、人文学におけるデジ
タルデータの扱いについて有意義な提言を
数多く行った。この他、高島淳はテキスト情
報に関する検索システムの開発などを、乾仁
志は高野山大学の所蔵する写真データの調
査・研究を遂行し、プロジェクト全体の目標
達成に大きく貢献した。 
 
(8)おもな研究成果は次項に列挙されている
ように、きわめて多数で、かつ多岐にわたる
が、とくに研究期間の最終段階において、研
究代表者の編纂になるチベット美術の総合
的学術論文集『アジア仏教美術論集 中央ア
ジア II チベット』（中央公論美術出版）を
刊行したことは意義が大きい。本書はわが国
で刊行されたほとんどはじめてのチベット
仏教美術をテーマとする論文集であるが、こ
れによって、プロジェクト全体の主要な目的
である「チベット美術の研究基盤の整備、及
び視覚芸術を中心としたチベット文化全体
像の解明」を実現することができた。 
 
(9)この他、平成 26 年 4月から 6月まで龍谷
ミュージアムで開催された「チベットの仏教
世界展」に全面的に協力し、美術作品の展示、
解説書の刊行、講演会の開催などを通して、
研究成果の社会への還元につとめた。なお、
研究期間終了後であるが、平成 30 年 4 月に
は、ハーヴァード大学イェンチン研究所
（Harvard-Yengching Institute)で開催され
るチベット美術に関する国際シンポジウム
New Directions in the Study of Tibetan 
Buddhist Art History において、研究代表者
が本プロジェクトの成果の一部を発表する
予定である。 
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